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はじめに

本発表では、JaDHAガイドライン主執筆者、
及びChatGPTが日本の医師国家試験に合格した論文の共著者が、
事業者側におけるガイドライン策定や
生成AIの利活用の実態についてお話させていただきます。
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1. 自己紹介
硴﨑 裕晃（Hiroaki Kakizaki）

キャリア概要
• AI 研究所、医療スタートアップ2社等を経て現職
• 2023年4月に発表された ChatGPT を用いて日本の医師国

家試験に合格した論文の共著者。
• 2024 年 1 月に公開された日本初となるヘルスケア業界向け

自主基準「ヘルスケア生成AI活用ガイド」主執筆者。
• 保健医療分野における生成 AI 利活用事例に関する厚生労働

科学特別研究事業の分担研究者も担当。

所属
• 株式会社ピープルメディア 取締役/AIコンサルタント
• JaDHA （日本デジタルヘルスアライアンス）

ヘルスケア領域における生成AI利活用の検討に関するワーキ
ンググループ 顧問

• Google Cloud公式ユーザー会Jaguer ヘルスケア分科会 運
営メンバー

• Megagon Labs/リクルート テクニカルプロダクトマネー
ジャー
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2.そもそも医療分野ではどのような場面で生成AIを使いうるのか？

• 医療分野における生成AIの貢献は(創薬分野を除くと)
「機能」の観点、及び「対象者‧利用シーン」の２観点で考えることができる。

• 私見だがおそらく医療分野においては生成よりも、
エンべディングやマルチモーダルにより非構造化データを扱えるようになることで、
これまで扱いが難しかった‧扱えていなかった
大量のマルチモーダルな医療データの利活用が可能になることの方が
インパクトが大きい可能性がある。
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2.そもそも医療分野ではどのような場面で生成AIを使いうるのか？

©

対象者・
利用シーン

機能

患者向け

医師向け

医療システム
向け

アプリケーション

医療データ

自宅など 自宅など 自宅など

治療前 治療中 治療後 治療後自宅など

通院・問診などの効率化

医師の働き方改革などに
活用可能

診断・治療への活用には
時期尚早か？

通院・薬局関連業務で
効率化

医師の働き方改革などに
活用可能

医師の働き方改革に加えて、病院システム全体の効率化が可能になるか？

診断・治療関連以外は
他産業と大きな差はない

診断・治療には医療に
特化したLLMが必要

診断・治療関連以外は
他産業と大きな差はない

エンベディングなどにより、これまで活用できていなかった非構造化データが
活用可能になる。（文書、のみにとどまらず画像や音声なども含む）
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2.そもそも医療分野ではどのような場面で生成AIを使いうるのか？
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参考記事：ChatGPT in healthcare: A taxonomy and systematic review
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2.そもそも医療分野ではどのような場面で生成AIを使いうるのか？

©

参考記事：The future landscape of large language models in medicine
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？

• 米国や日本など様々な国の医師国家試験に合格する水準

• ただし専門医試験には合格するケースとしないケースがある

• 実際の臨床現場で診断や治療に使われるのはまだ先になりそう
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？

©

参考記事：Performance of Generative Pretrained Transformer on the National Medical Licensing Examination in Japan
朝日新聞2023年6月15日 ChatGPTが医師国家試験「合格」も、診療利用に不向きな理由
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？
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参考記事：Performance of Generative Pretrained Transformer on the National Medical Licensing Examination in Japan
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？

©
参考記事：Performance of Generative Pretrained Transformer on the National Medical Licensing Examination in Japan
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？
• 確かに国を問わず医師国家試験には合格しているが、

疾患の種類や出題形式などによって性能がばらついている点には注意が必要。
• 要するに特定のベンチマークで良い結果が出たからと言って、

気軽にそのまま臨床現場や他の分野に展開することは危険。

• その他の参考事例
• 循環器科におけるChatGPTの回答能力検証
• ChatGPT – 放射線科専門医試験で合格基準に到達
• ChatGPT – 米国消化器病学会の試験には合格できず
• ChatGPT – 米国泌尿器科学会の試験で低調な成績
• ChatGPTの医学的回答は人間とほぼ識別不可能
• GPT-4が「複雑な症例の診断」を支援
• 臨床ワークフロー全体を通じた「ChatGPTの有用性」
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？
• 医療分野における生成AIの最先端はGoogle社やMicrosoft社などが随時論文を公開して

いるのでそちらを是非ご参照ください。

©
参考記事：Advancing medical AI with Med-Gemini
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？
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3.生成AIは医療分野でどの程度の性能・水準なのか？

©
参考記事：Advancing medical AI with Med-Gemini
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

©
参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正

22



4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

©
参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正

医療分野における論点①
学習に用いられたデータセット
の正確性・バイアスの課題

医療分野における論点②
LLMそのものの医療分野にお

ける評価方法

医療分野における論点③
追加されるデータの正確性・

バイアスの課題

医療分野における論点④
医療機器該当性の判断

医療分野における論点⑤
エンドユーザーへの適切な
広報・啓蒙・契約
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• 2024年1月18日に、JaDHAではヘルスケアサービスを提供する事業者が、生成AIによる多様なサービスを
創出し、利用者が安心してサービス選択できる環境を構築することを目的にいち早く本ガイドラインを策定[1]。

• 政府が4月に公開した「AI事業者ガイドライン」[2]にも特定産業の事例として掲載されました。

©

参考記事：[1] 【プレスリリース】ヘルスケア領域に特化した生成AI活用のガイドラインを策定～生成AIによるサービスを生活者が安心して利用できる基盤づくり～
[2] 経済産業省「AI事業者ガイドライン（第1.0版）」を取りまとめました

4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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4.事業者が生成AIを医療分野で活用する際には何に気をつければよいのか？

参考記事：ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド（概要版）※2024年1月22日修正
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5.実際にどのようなサービスが存在するのか？

• 特に米国において医療分野での生成AI/LLMを用いた製品・サービスや
スタートアップが多数誕生し、大型の資金調達を実施している企業も存在する。

• 日本国内においては大手医療機器メーカーやスタートアップなど複数社が
自社サービスに生成AI/LLMを組み込んだサービスを提供し始めている。

• ただし根本的にビジネスとして生成AI関連のサービスがうまく行っているところは
あまりない印象。そもそも論としてはOpenAI社やGoogle社、Microsoft社
などのBig Tech自体も生成AIのマネタイズには苦労しているのが現状。
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5.実際にどのようなサービスが存在するのか？

©
参考記事：Bringing Generative AI to Healthcare
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5.実際にどのようなサービスが存在するのか？

• 米国の事例
• Life Science Data Management: 

• Huma.AI、Viz.ai

• Medical Imaging AI
• Arionkoder、HeHealth、HOPPR、Medical IP、NexusMD

• Care and Claims Coordination
• Abridge、Autonomize AI、DeepScribe、HiLabs、Nabla

• Patient Engagement and Monitoring
• AgentifAI、Artisight、dacadoo、Hippocratic AI、Idoven、Inference Analytics、

Pingoo、Talkie.ai

©
参考記事：20 Gen AI Healthcare Startups Shaping the Future: A Recap from HLTH
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5.実際にどのようなサービスが存在するのか？

©

• OpenAIのサイトにも様々な医療分野での利活用事例が掲載されている
• Color Health uses the reasoning capabilities of GPT-4o to help doctors 

transform cancer care.
• Lifespan uses GPT-4 to radically improve health literacy and patient 

outcomes.
• Summer Health reimagines pediatric doctor’s visits with OpenAI.
• Oscar brings AI to health insurance, reducing costs and improving patient 

care.
• Paradigm uses OpenAI’s API to improve patient access to clinical trials.
• Moderna and OpenAI partner to accelerate the development of life-saving 

treatments.
• Healthify collaborates with OpenAI to improve millions of lives with 

sustainable weight loss.
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5.実際にどのようなサービスが存在するのか？

©

• 日本でもいくつかの企業、病院などが生成AIサービスを実際に提供し始めている。
• NEC、生成AIを搭載した電子カルテシステム「MegaOak/iS」の販売を開始
• 医療機関における生成AI活用に向けて ―コンセプトと想定事例―
• Ubie、全国の病院を対象にした生成AIの新サービス(β版)の提供を開始
• 生成AIを活用した患者還元型・臨床指向型の循環システム（AI創薬プラットフォーム事

業）に関する説明会
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6.医療分野で生成AIを利活用するための課題と今後の展望

©

• 2022年11月のChatGPT登場以降の生成AI/LLM登場以来の盛り上がりに対して、
実際のビジネス・臨床現場への生成AIの導入は進んでいないのが実態。

• ニュースなどで話題になる巨額の投資についても、GAFAMなどのBig Techがデータセ
ンターなどに対して実施している巨額の先行投資か、生成AIスタートアップなどへの投
資が主な部分を占めており、GAFAMを除いた生成AIユーザー企業での生成AIへの
投資は依然として限定的という調査結果もある。[1]

• 全ての産業を合わせて見ても上記のような実態の中で、更に他産業に比較して要求さ
れる水準が高い医療分野への生成AIの導入は進んでいない。[1]

参考記事：[1]Generative AI Receives Under 1% of Enterprise Investment, Traditional AI Hits 18%
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6.医療分野で生成AIを利活用するための課題と今後の展望

©

では生成AI導入における課題はなにか？

①生成AIは基本的にクラウドサービスとセットで使われるものである
②思ったほど生成AIは万能ではない
③事業者にとってマネタイズ(お金を稼ぐ方法)が見えにくい
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6.医療分野で生成AIを利活用するための課題と今後の展望

©

では生成AI導入における課題はなにか？

①生成AIは基本的にクラウドサービスとセットで使われるものである
→SLMなどオンプレでも使える生成AIが出てきている

②思ったほど生成AIは万能ではない
→BigTech各社が最新モデルを継続的に投入しており性能は確実に上がっている(コストも下がっている)

研究開発も引き続きかなりのスピードで進んでいる(BigTechも医療分野には強い関心がある)

③事業者にとってマネタイズ(お金を稼ぐ方法)が見えにくい
→私見だがここが一番事業者にとって課題かもしれない

よほど劇的に業務効率が改善されるか、新しい付加価値が出てこないと現場でわざわざ使う価値が無い？
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7.まとめ

©

• 生成AIは医師国家試験や一部の専門医試験には合格する水準

• 特に米国では様々な新興企業が
医療分野で生成AIを用いたサービスを提供しはじめている

• 2年前のChatGPTの華々しい登場に対して、
ビジネス現場への導入が劇的に進んでいるとは言い難い状況
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8. さいごに
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• 生成AI利活用に関するご相談や、
JaDHAにご関心ある方はお気軽にご連絡ください！

• 例えば
• 自社でのAI・データ利活用に関する方針・戦略策定のご支援
• 具体的なサービス・プロダクト・案件におけるPoCの実施やアドバイザーなど

• 連絡先
• hi6.kaki@gmail.com
• https://www.linkedin.com/in/hiroaki-kakizaki/
• https://www.peoplemedia.jp/
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8.さいごに
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